
高性能ＩＣレギュレーター

：
対応車種： ‐ Ｚ７５０ＦＸ Ⅰ、Ｚ１０００ＭＫⅡ、Ｚ１Ｒ Ⅱ

この度はＩＣレギュレーターのお買い上げ誠に有難うございます。
本製品をご使用になる前に必ず本説明書と同梱のコーションラベル、また車両
メーカーが発行するサービスマニュアルをお読みになったうえで取り付け作業
を行って下さい。

①バッテリーリードワイヤーを取り外します。この際、安全のため必ず先にマイ
ナス端子側、次にプラス端子側の順番に取り外して下さい。
※リードワイヤーの端子部に腐食やコードが変色している場合はリードワイヤ

ーも新品 に交換をお勧めします。

②純正レギュレーターを取り外します。

Ｚ７５０ＦＸ Ⅰ Ｚ１０００ＭＫⅡの場合

左サイドカバーを取り外し、電装系一式が装着された電装パネル中央上部の
ボルトを外して下さい。上部を手前に引くとパネルが開きますので純正レギ
ュレーターを取り外して下さい。

Ｚ１Ｒ－Ⅱの場合

左サイドカバーを取り外し、電装系一式が装着された電装パネルの純正レギ
ュレーターを取り外して下さい。

③ＩＣレギュレーター本体のサイズは純正レギュレーターよりも若干大きく設
計されております。ステーなどを製作し本体から出ているハーネスの長さに
余裕がある範囲で取り付け位置を変更して下さい。取り付けて下さい。イン
ナーフェンダー、またはバッテリーケース右側の空きスペースなどがお勧め
です。

④本体から出ている白色コード（オス型端子）を、純正レギュレーターの白色
コード（オス型端子）が差し込まれていたメス端子に差し込みます。この
際、端子部に焼けや腐食がある場合はヒューズボックスの交換（ＰａｒｔＮ
ｏ．８１－４２３２）をお勧めします。

⑤本体から出ている白色カプラーを純正レギュレーターのカプラーが差し込ま
れていたメインハーネスのカプラーにしっかりと差し込んで下さい。

⑥バッテリーリードワイヤーを取り付けます。プラス端子をバッテリーのプラ
ス端子に、マイナス端子をバッテリーのマイナス端子への順番で接続して下
さい。

⑦エンジンを始動してバッテリー上がりや過充電が起きないことを確認して下
さい。

以上で取り付け作業は終了です。

ご不明な点が御座いましたら、販売店又は､㈱ピーエムシーまでお問い合せ下
さい｡


